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（1）対象地域 

 福島第一原発の北西 35km 以内に位置する，福島県二本松市山木屋地区の３つの小集水域 

   石平山（いしだいらやま）集水域：0.075 km2，森林 92％（針葉林 13％，広葉林 79％） 

      疣石山（いぼいしやま）集水域：0.17 km2，森林 71％（針葉林 44％，広葉林 27％） 

   高太石山（こうたいしやま）集水域：0.54 km2，森林 94％（針葉林 72％，広葉林 22％） 

     

（2）重要な図表 

 

図５ 石平山集水域，疣石山集水域, 高太石山集水域における 2012 年 8 月 23 日から 2013 年 9 月 18 日ま

でに流出したセシウム 137 の SS 態，粗大有機態，溶存態の割合 

※担当者注：本論文では，ＳＳは Time-integrated Sampler で捕集されたもの，粗大有機物とは 15mm

のメッシュで補足された落葉枝を，１回は現地で河川水を用いて，また１回は実験室で水道水を用いて，

計２回付着した泥等を洗い流したもの，溶存態は孔径 0.45μm のろ紙を通過したもの（Iwagami et al. 

2015)である。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

森林域からセシウム 137 の流出に懸濁態の観測・評価は不可欠といえる。 

 

（2）流出挙動・経路 

森林集水域から降雨等によって流出するセシウム 137 のうち，96％以上とほとんどがＳＳ態であり，次

いで溶存態として流出する。落葉等に取り込まれた形でのセシウム 137 の流出はほとんどないことが示

されている。 

 

（3）除染の際の留意点 

 

 

 

（4）担当者のコメント 

観測によって長期間（1 年間の）のセシウム 137 の流出量を形態別に評価したものである。形態別とし

てＳＳ態として流出していることが明確にしめされており，また形態別に評価されたものを合計した量

は，その流域に沈着した量の 0.002～0.3％であることも示されている。なお，ＳＳ態は Time-integrated 

Sampler で捕集されたもので，粗大有機物も 15mm と比較的大きい目のメッシュで捉えられた落葉枝で

ある点に注意する必要がある。 

 

 


